
東員町議会HPはこちら▶東員町議会HPはこちら▶

第50回シニアクラブ連合会グラウンドゴルフ大会

とういんあなたと議会をつなぐ

議会だより

●議会はこの予算に注目
●６人が町政を問う
●部活動で聴きました
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14

6月定例会
令和6年7月5日

発行　三重県東員町議会
160号
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補
正
予
算

2

概要

役
場
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す

る
た
め「
地
域
活
性
化
起

業
人
制
度
」（
企
業
人
材

派
遣
制
度
）を
使
い
、
Ｉ
Ｔ
企

業
か
ら
専
門
的
人
材
を
派
遣

し
て
も
ら
う
事
業
で
す
。

行
政
事
務
の
Ｄ
Ｘ
推
進

512万円問
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
か
。

答
財
政
課　

身
の
丈
に
合

っ
た
と
こ
ろ
で「
電
子
申

請
」を
職
員・町
民
が
身
近
に
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

国
の
制
度
を
活
用
し
、
民
間
情

報
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る

た
め
、
民
間
企
業
社
員
を
派
遣

し
て
も
ら
い
ま
す
。

問
協
定
締
結
先
を
こ
の
企

業
に
定
め
た
理
由
は
何

で
す
か
。

く
こ
と
を
大
切
に
し
、
子
ど
も

の
権
利
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。

問
支
援
員
の
役
割
は
何
で

す
か
。

答
子
ど
も
家
庭
課　

親
や

先
生
な
ど
大
人
に
言
い

に
く
い
こ
と
を
、
専
門
知
識
や

技
術
を
持
つ
支
援
員（
ア
ド
ボ

ケ
イ
ト
）に
、子
ど
も
た
ち
が
学

校
で
自
分
の
思
い
や
意
見
を
言

っ
た
り
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

答
財
政
課　

地
方
自
治
体

の
課
題
解
決
の
た
め
に

三
大
都
市
圏
の
企
業
人
材
を
派

遣
す
る
制
度
活
用
で
あ
り
、
官

公
庁
を
初
の
顧
客
と
し
、
20
代

前
半
の
即
戦
力
人
材
を
派
遣
し

て
東
員
町
に
籍
を
置
い
て
も
ら

え
る
企
業
で
あ
る
か
ら
で
す
。

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
６
年
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
報
告
２
件
、
議
案
11
件
、
発
議
２
件
を
審
議
し
、
原
案
の
通
り
承
認
・
可
決

し
ま
し
た
。

可 決可 決
6 月 定 例 会6 月 定 例 会

議 会 はこ の  予 算 に注 目
行政 のデジタル化 や給食材料費増額

支援員が使う表情カード

若手ホープのDX推進会議

概要

こ
ど
も
が
意
見
表

明
で
き
る
機
会
の

確
保・
支
援
を
行
う
意
見

表
明
支
援
員（
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト
）を
派
遣
す
る
費
用
で
す
。

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を

学
校
で
も

100万円問
子
ど
も
に
関
す
る
問
題

意
識
を
ど
う
と
ら
え
て

い
ま
す
か
。

答
子
ど
も
家
庭
課　

本
町

は
子
ど
も
の
意
見
を
聞



三重県東員町議会だより　160 号　　令和 6年 7月 5日発行
3

補
正
予
算

3

令和６年度
一 般 会 計
補 正 予 算 議 会 はこ の  予 算 に注 目

行政 のデジタル化 や給食材料費増額

城山小学校の通級教室

給食おいし～～い !!（みなみ幼稚園）
ジャムパン大好きー♪

概要

生
活
や
学
習
に
困

難
が
あ
る
児
童
を

個
別
に
指
導
す
る
た
め

の
通
級
指
導
教
室
を
、神

田
小
学
校
に
設
置
す
る
改
修

費
用
と
備
品
購
入
費
用
で
す
。

概要

食
材
価
格
の
高
騰

に
よ
り
、
給
食
の

質
が
維
持
で
き
な
い
た

め
、給
食
材
料
費
を
増
額

補
正
し
ま
す
。

小
学
校
の
施
設
整
備

給
食
材
料
費
の
増
額
補
正

470万円

2111万円

問
現
在
の
通
級
指
導
教
室

の
在
籍
数
は
何
人
で
す

か
。答

教
育
総
務
課　

城
山
小

16
名
、
神
田
小
17
名
で

す
。問

通
級
指
導
教
室
に
平
均

台
や
体
育
マ
ッ
ト
な
ど
を

設
置
す
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

答
教
育
総
務
課　

城
山
小

同
様
に
、色
々
な
ス
キ
ル

や
達
成
感
を
味
わ
う
た
め
の
身

体
活
動
に
使
う
よ
う
に
、
設
置

し
ま
す
。

問
子
育
て
世
代
の
負
担
緩

和
す
る
た
め
、値
上
げ
を

抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
教
育
総
務
課　

食
材
価

格
が
約
12
％
高
騰
の
た

め
、
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
以
前
コ
ロ
ナ
交
付
金
が
充

実
し
て
お
り
、
給
食
費
を
無
償

化
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
新
た
な
交
付
金
は
望
め
な
い

た
め
、
食
材
値
上
げ
分
は
保
護

者
負
担
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
学
校
給
食
運
営
費

の
補
正
予
算
は
、
物
価
高
騰
の

折
、
給
食
の
質
を
維
持
し
続
け

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
妥
当
な
改
定
だ
と
思
い
ま
す

の
で
賛
成
し
ま
す
。

賛
成
討
論（

伊
藤
ま
り
議
員
）

　

給
食
費
値
上
げ
は
小
・
中
で

一
人
年
６
６
０
０
円
で
保
護

者
負
担
が
重
く
の
し
か
か
り

ま
す
。

　

給
食
費
完
全
無
償
化
は
、

い
な
べ
市
を
含
め
全
国
で

４
５
１
自
治
体
あ
り
、近
隣
市

町
と
比
較
で
、本
町
の
将
来
人

口
政
策
に
も
値
上
げ
は
得
策

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
反
対

し
ま
す
。

反
対
討
論

（
大
崎
議
員
）



三重県東員町議会だより　160 号　　令和 6年 7月 5日発行
4

条
例
改
正
・
副
町
長
交
代

4

６月定例会６月定例会

概要

関
係
す
る
内
閣
府
令
が

改
正
し
た
こ
と
に
伴
い
、

本
町
の
関
係
条
例
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

概要

災
害
応
急
作
業
等
の
た

め
派
遣
さ
れ
た
職
員
に

対
し
て
、
手
当
を
支
給
す
る
た

め
の
改
正
で
す
。

東
員
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

東
員
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

問
近
隣
市
町
の
制
定
状
況
は

ど
う
で
す
か
。

答
総
務
課　

県
内
で
半
分

程
度
の
市
町
が
こ
の
６

月
議
会
に
上
程
し
て
い
ま
す
。

働き方改善に向けた条例改正
主な条例の改定

三重県からも被災地に応援

町内の土砂崩れ現場

氏　　名　　岡本　幸宏（おかもと　ゆきひろ）
年　　齢　　満 61 歳
職　　歴　　昭和 61 年 4 月　　東員町　採用
　　　　　　令和   6 年 7 月まで
就任時期　　令和   6 年 8 月 1 日から

　
本
町
議
会
は
、甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

な
ど
の
課
題
に
対
し
、災

害
に
屈
し
な
い「
国
土
強

靭
化
対
策
」を
拡
充・
継

続
す
る
意
見
書
を
、全
員

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

発
議
第
２
号

防
災・
減
災・
国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
対
策
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

意見書はこちら

副町長交代副町長交代にに同意同意副町長交代に同意
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○全会一致の議案○

議　　案　　名 審議結果
副町長の選任について

同意
概要  副町長に岡本幸宏氏を選任するにあたり、同意を求めるものです。

専決処分の承認を求めることについて
承認

概要  個人住民税（地方税）が一律１万円特別控除されるものです。（定額減税）
役場庁舎、東員町保健福祉センター及び東員町ふれあいセンター非常用発電機設置工
事請負契約の締結について 可決
概要  72 時間稼働ができる非常用発電施設の整備を行うものです。

東員町総合体育館内装等改修工事請負契約の締結について
可決

概要  個別施設計画に基づき、改修を行うものです。

東員町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
可決

概要  災害応急作業等のため派遣された職員に対して、手当が支給できるよう所要の
改正を行うものです。

東員町町税条例の一部を改正する条例の制定について
可決

概要  「地方税法等の一部を改正する法律」が公布されたことに伴う所要の改正を行うものです。
東員町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について 可決
概要  家庭的保育事業等における保育士等の配置基準について所要の改正を行うものです。

北勢線対策検討特別委員会設置に関する決議
可決

概要  三岐鉄道北勢線の存続に向けた経営改善と鉄道に代わる交通体系を調査・研究するものです。

防災・減災、国土強靭化対策の拡充を求める意見書
可決

概要  防災・減災、国土強靭化対策をより一層推進するために、拡充することを要望するものです。

議員名

議案名・件名

伊
藤
ま
り

山
田
由
紀
子

大
崎
昭
一

広
田
久
男

伊
藤
治
雄

片
松
雅
弘

大
谷
勝
治

三

林 

浩

山
崎
ま
ゆ
み

島
田
正
彦

南

部

豊

水
谷
喜
和

川
瀬
孝
代

三
宅
耕
三

審
議
結
果

財産の取得について
退 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

概要  一中建設に伴い、事業用地として財産
を取得するものです。

令和 6 年度東員町一般会計補正予算（第 2 号）

○ ○ × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
概要

 既定予算に歳入歳出それぞれ 3192
万円を増額補正し、予算額を 108 億
3462 万円とするものです。

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。退は退席。

○賛否の分かれた議案・件名○

各
議
案
の
賛
否

5

令和 6年第 4回定例会（6月 3日～ 6月 18日）令和 6年第 4回定例会（6月 3日～ 6月 18日）
各 議 案 の 賛 否各 議 案 の 賛 否各 議 案 の 賛 否
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原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載。なお質問は２題まで掲載しています。

P7

P7

P8

P8

P9

P9

一般質問の内容を動画で視聴できます。
町ホームページの「東員町議会」から「録画動画配信」を検索するか、
スマートフォンやタブレットで二次元コードを読み取りご覧ください。

６６
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

６６
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑
問点を問点を質質

ただただ

す政策論議のことを言います。す政策論議のことを言います。
ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容
は一般質問としては適当ではないとされています。は一般質問としては適当ではないとされています。

6

大崎　昭一 大崎　昭一 議員議員 ・生活公共交通の拡充について・生活公共交通の拡充について

山崎まゆみ 山崎まゆみ 議員議員 ・住み続けたいまちづくりについて・住み続けたいまちづくりについて

大谷　勝治 大谷　勝治 議員議員 ・地域力創造施策の推進について・地域力創造施策の推進について

山田由紀子 山田由紀子 議員議員
・東員町の地域防災計画について・東員町の地域防災計画について

・入管法・技能実習法の改正について・入管法・技能実習法の改正について

伊藤　まり 伊藤　まり 議員議員
・学童保育所について・学童保育所について

・飲食物販施設による地域活性化について・飲食物販施設による地域活性化について

川瀬　孝代 川瀬　孝代 議員議員
・軟骨伝導イヤホンの導入について・軟骨伝導イヤホンの導入について

・COCOLOプランについて・COCOLOプランについて

大崎　昭一 議員 ・生活公共交通の拡充について

山崎まゆみ 議員 ・住み続けたいまちづくりについて

大谷　勝治 議員 ・地域力創造施策の推進について

山田由紀子 議員
・東員町の地域防災計画について

・入管法・技能実習法の改正について

伊藤　まり 議員
・学童保育所について

・飲食物販施設による地域活性化について

川瀬　孝代 議員
・軟骨伝導イヤホンの導入について

・COCOLO プランについて



一般質問一般質問

原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載。なお質問は２題まで掲載しています。
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問
「
通
院
や
買
い
物
等
に
自

宅
か
ら
交
通
便
利
な
町

に
」車
を
利
用
し
な
い
町
民
の

要
望
で
す
。
考
え
を
お
聞
き
し

ま
す
。

　
私
を
含
め
た
議
員
有
志
で
三

重
交
通
へ「
運
賃
割
引
補
助
」を

申
し
入
れ
ま
し
た
。「
官
民
共

同
で
な
ら
前
向
き
に
参
画
」と

の
回
答
で
し
た
。
ど
う
対
応
さ

れ
ま
す
か
。

　
「
新
移
動
形
態
」の
実
現
は
い

つ
で
す
か
。

　

地
域
公
共
交
通
で
、
国
交
省

は
※
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
方
式
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
先
進
自
治
体
は
住
民
の
外

出
機
会
を
増
や
し
て
医
療
費
や

社
会
保
障
費
の
節
約
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ク
ロ
ス
セ

ク
タ
ー（
多
面
的
）効
果
と
呼
び

ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
を
支
え
る
費

用
は
地
域
経
済・
文
化
を
支
え

る
必
要
経
費
で
あ
り
、
歳
出
削

減
に
つ
な
ぐ
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー

効
果
を
定
量
化
し
可
視
化
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
本
町
の
位

置
づ
け
は
い
か
が
で
す
か
。

問
人
と
人
と
が
繋
が
り
、健

や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

①
４
月
に
出
来
た「
地
域
づ
く

り
応
援
課
」で
何
を
ど
う
進
め

て
い
き
ま
す
か
。

②
シ
ニ
ア
の
方
が
現
役
時
代
の

経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
ま
ち

づ
く
り
に
参
画
さ
れ
る
に
は
ど

う
し
ま
す
か
。

③
女
性
が
自
治
会
役
員
、
リ
ー

ダ
ー
に
参
画
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
か
。

④
子
ど
も
達
が
将
来
、
社
会
の

担
い
手
と
し
て
地
域
活
躍
す
る

教
育
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

答
町
長　

①
地
域
の
皆
さ

ん
と
行
政
双
方
の
意
識

づ
く
り
が
重
要
で
、
課
題
解
決

に
向
け
て
皆
さ
ん
と
の
議
論
が

大
切
で
す
。
自
主
的
な
自
治
会

活
動
を
目
指
し
支
援
強
化
し
ま

す
。

②
町
内
実
施
の
活
動
の
支
援
と

周
知
を
引
き
続
き
充
実
し
て
い

き
ま
す
。

③
役
員
の
な
り
手
不
足
、
特
に

女
性
自
治
会
長
は
皆
無
で
す
。

答
政
策
課
長　

公
共
交
通

は
町
民
の
健
康
で
文
化

的
な
活
動
を
支
え
る
力
で
あ
り
、

民
間
と
共
同
し
て
の
公
共
交
通

確
保
は
本
町
の
責
務
で
す
。

　

三
重
交
通
運
賃
割
引
補
助
は
、

三
重
交
通
と
制
度
設
計
を
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

　

北
勢
線
、
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
は

赤
字
運
営
で
す
が
、
多
く
の
ク

ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
が
あ
り
、

「
見
え
る
化
」し
て
地
域
公
共
交

通
政
策
の
参
考
に
し
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
し
て
多
様
な

人
材
の
活
躍
で
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
な
る
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

答
教
育
長　

④
本
町
の
園・

校
で
は
、
お
互
い
の
考
え

を
尊
重
し
な
が
ら
合
意
形
成
す

る
こ
と
を
日
々
の
保
育・
教
育

の
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。「
東

員
町
16
年
一
貫
教
育
プ
ラ
ン
」

で
育
っ
た
子
が
社
会
人
と
な
り

始
め
て
お
り
、
そ
の
子
ら
の
中

で「
無
料
学
習
教
室
」が
自
主
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

社
会
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す

る
主
体
者
を
育
成
す
る
保
育・

教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地域公共交通が関係する多様な分野

Q. 車なくても移動便利な町に

Q. 自治会中心の地域づくりは

A. 地域交通は多面的効果あり

A. 新しい課で支援強化

山や
ま
ざ
き崎
ま
ゆ
み

大お
お
さ
き崎

　
昭し

ょ
う

一い
ち

※
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
方
式
と
は

　

あ
る
部
門
で
取
ら
れ
た
行
動

（
出
費
）
が
、
他
部
門
に
利
益
を

も
た
ら
す
意
味
で
す
。

地域活動で巣箱設置（城山 1丁目）
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問
地
域
力
創
造
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
、初
夏
夜
暗

く
な
る
こ
ろ
東
員
町
で
は
、
ホ

タ
ル
が
出
現
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
歓
声
を
上
げ
る
天
然
の

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
、
山
田
地
区

神
田
池
公
園
周
辺
水
路
で
良
く

見
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然

観
察
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
様

な
地
域
の
地
道
な
取
り
組
み
を

発
展
さ
せ
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
支
援
策
を
伺
い
ま
す
。

答
地
域
づ
く
り
応
援
課
長　

自
治
会
を
中
心
に
、ホ
タ

ル
の
生
息
環
境
の
保
護
な
ど
の

環
境
保
全
活
動
生
活
福
祉
に
関

す
る
活
動
、
ま
た
地
域
の
文
化

や
伝
統
に
関
す
る
活
動
な
ど
地

域
の
特
色
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
支
援
の
方
法
と
し
ま

し
て
は
、「
地
域
づ
く
り
交
付

金
」に
よ
る
活
動
資
金
の
支
援

や
、
交
付
金
の
交
付
要
件
で
あ

り
、
地
域
の
課
題
や
目
標
に
対

し
て
の
取
り
組
み
の
指
標
と
な

る「
地
域
づ
く
り
計
画
」を
自
治

会
の
皆
さ
ん
で
作
っ
て
い
く
過

程
に
地
域
づ
く
り
応
援
課
が
参

加
し
て
い
き
ま
す
。

　
取
り
組
ま
れ
る
活
動
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
が
対
応
し
ま
す
。

問
東
員
町
内
で
他
に
自
然

に
関
す
る
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
か
。

答
社
会
教
育
課
長　

城
山

３
丁
目
は
ア
サ
ギ
マ
ダ

ラ
の
来
る
地
域
と
し
て
自
治
会

活
動
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

城
山
小
学
校
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
こ
の
自
治
会
の
取
り
組
み

が
地
域
力
創
造
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

問
能
登
半
島
地
震
後
の「
地

域
へ
の
的
確
迅
速
な
情

報
収
集
」や
、東
員
町
防
災
計
画

の
進
捗
状
況
を
鑑
み
、今
後
、計

画
が
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
改
訂
し
、
避
難

行
動
要
支
援
者
登
録
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

伴
う
管
理
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

答
総
務
課
長　

災
害
に
備

え
、要
支
援
者
台
帳
の
作

成
に
取
り
組
む
た
め
に
、
昨
年

度
は
、
障
害
者
の
方
や
高
齢
者

へ
通
知
し
、
意
思
確
認
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
担
当
課
は

地
域
福
祉
課
で
す
。

　

令
和
元
年
12
月
末
で
在
留
外

国
人
は
６
４
７
人
で
、
本
年
３

月
末
で
は
７
５
７
人
に
増
え
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
の
技
能
実
習
制
度
で
は
、

実
習
終
了
後
は
帰
国
が
原
則
で

す
。
育
成
就
労
制
度
は
、
特
定

技
能
へ
の
移
行
を
見
据
え
た
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
道
も
描
く

事
が
容
易
に
な
り
ま
す
。
在
留

外
国
人
の
増
加
に
は
、生
活
、教

育
等
の
情
報
や
支
援
を
得
る
こ

と
で
、地
域
の
中
で
安
全・安
心

な
生
活
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
な
ど
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
日
本
語
が
学
べ

る
場
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

問
入
管
法・
技
能
実
習
法
の

改
正
や
、新
た
に
創
設
さ

れ
る
育
成
就
労
制
度
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

答
町
民
課
長　

技
能
実
習

制
度
は
、
目
的
と
実
態
の

乖か
い

離り

か
ら
、育
成
就
労
制
度
が
、

本
年
５
月
21
日
に
衆
議
院
を
通

過
し
ま
し
た
。

技能実習生の休日

ゲンジボタルの観察

山や
ま

田だ

由ゆ

き

こ

紀
子

Q. 町の現状と未来への準備は
A.有機的連携で生命をすくいます

Q. 地域力創造施策の推進は
A.地域づくりから

大お
お
た
に谷

　
勝か

つ

治じ

在
留
外
国
人
と
共
に
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問
学
童
保
育
所
が
安
定
し

て
運
営
で
き
、児
童
が
充

実
し
た
放
課
後
を
過
ご
せ
る
た

め
の
支
援
を
伺
い
ま
す
。

答
子
ど
も
家
庭
課
長　

支

援
員
の
確
保
や
施
設
の

共
有
化
を
、
教
育
委
員
会
や
学

校
と
連
携
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

答
教
育
長　

子
ど
も
の
生

活
の
連
続
性
を
保
障
す

る
た
め
、
学
校
と
学
童
保
育
所

の
連
携
は
、必
要
に
応
じ
て
、個

人
情
報
を
保
護
し
た
上
で
可
能

で
す
。

問
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

学
校
な
ど
で
子
ど
も
に

居
場
所
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
対
象
で
、

利
用
料
は
原
則
無
料
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
ど
う
で
す
か
。

答
教
育
長　

放
課
後
子
ど

も
教
室
の
実
施
に
は
、人

材
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

問
中
部
公
園
に
あ
る
飲
食

物
販
施
設
を
、商
売
に
挑

戦
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
建
設
課
長　

飲
食
物
販

施
設
の
運
営
を
や
っ
て

み
た
い
方
に
も
、
広
く
募
集
し

て
い
き
ま
す
。

問
新
た
な
価
値
と
魅
力
を

生
む
よ
う
な
活
用
は
ど

う
で
す
か
。

答
建
設
課
長　
今
後
は
、東

員
町
商
工
会
を
は
じ
め

様
々
な
団
体
や
民
間
と
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
可
能
性
を
広
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
難
聴
対
策
と
し
て
、気
導

補
聴
器
と
骨
伝
導
補
聴

器
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

耳
穴
の
周
囲
に
あ
る
軟
骨
の
振

動
に
よ
っ
て
、
外
耳
道
の
内
部

に
音
源
が
生
ま
れ
る
原
理
を
応

用
し
た
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

が
あ
り
ま
す
。

　
耳
の
聞
こ
え
に
く
い
方
と
の

や
り
取
り
を
円
滑
に
す
る
た
め

に
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
役

場
窓
口
な
ど
に
導
入
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

答
健
康
長
寿
課
長　

高
齢

者
を
含
む
耳
の
聞
こ
え

づ
ら
い
方
に
対
す
る
窓
口
対
応

は
、
表
情
を
確
認
し
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
分
か
り
や
す
く
話
す

こ
と
や
、
筆
談
で
対
応
す
る
な

ど
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

し
、
大
き
な
声
で
話
す
必
要
が

な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
で

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

最
適
な
製
品
を
選
定
し
、
窓

口
で
の
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
文
科
省
の
不
登
校
対
策

と
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
対
応
を

伺
い
ま
す
。

答
教
育
長　

国
や
県
の
事

業
を
活
用
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
各
校
が
工

夫
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
に
は
、
様
々
な
方
法
が

あ
り
、一
律
の
対
応
で
は
な
く
、

児
童
生
徒
の
思
い
や
課
題
、
保

護
者
の
思
い
や
困
り
感
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
学

び
を
継
続
し
、
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
に
支
援
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

軟骨伝導イヤホン

伊い

藤と
う

　
ま
り

川か
わ

瀬せ

　
孝た

か

代よ

Q. 児童が充実した放課後を

Q. 軟骨伝導イヤホン導入は

A. 教育委員会と連携します

A. 前向きに検討していきます

飲
食
物
販
施
設
は

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
は

城山地区の学童保育
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◎持続可能な町の取り組み
　①施設の維持管理について
　②ごみ対策について
　③地域づくりについて

①安心・安全な地域づくり
1．防災、減災について
2．非常時の水確保について
3．町内40数か所あると思われる現地
の確認、情報共有など、地下水利用
（水源地、水脈など）の調査研究

◆調査スケジュール
具体的な受け入れ先との調整を進め早
期実現を考える。

◎子ども・子育てを取り巻く社会
　①少子化対策について
　②子育て支援について
　③虐待・いじめ・不登校対策について

②地域交通について
1．グリーンスローモビリティに
ついて

2．オンデマンド交通についてを
テーマとして進めていく。

◆調査方法
・いなべ市・桑名市・四日市市な
ど近隣市町との意見交換

・地域交通や安全対策の視察研究
など

　計画書を作成し２年間に渡り調査研究し、行政に提言していきます。

　総務建設常任委員会では、主にテーマを決め、所管する担当課の課題や問題点に
ついて調査研究や勉強会を中心として、進めていきます。

令和６年度活動内容

令和６年度活動内容

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

総務建設常任委員会総務建設常任委員会



三重県東員町議会だより　160 号　　令和 6年 7月 5日発行
11

委
員
会
活
動

11

　円滑な議会運営を行うため、議長からの諮問事項について調査し、協議を行って
いきます。

　予算と決算の審議を充実するため、昨年度に続き執行部が実施した「行政事務事
業」を評価すべく取り組んでいきます。

予算決算常任委員会予算決算常任委員会

議 会 運 営 委 員 会議 会 運 営 委 員 会

　予算決算常任委員会（議⻑を除く全議員13名による）は、町執⾏機関を監視・
評価するという議会本来の果たすべき責務を強化し、より住みよい町づくりを目指
すことを目的として、昨年度から実施している『議会事務事業評価』を、さらに充
実していきます。
　予算決算常任委員会で⾏なった『議会事務事業評価』の結果を、本町の次年度の
予算に反映していけるよう、決算と予算の両審査に連動性を持たせるように取り組
みます。

1．議会貸与タブレット型端末機使用基準　　　4．正副議⻑、監査委員の任期
2．議会基本条例の検証　　　　　　　　　　　5．政務活動費の手引きの検証
3．議会報告会・町民と意見交換会　　　　　　6．子ども議会

令和６年度活動内容

令和６年度活動内容
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　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反映
されたかを追跡し、皆さんに
お知らせします。

水面のホテイアオイ対策は
　城山地区の有志の皆さんが、ボラン
ティアで池の中に入り駆除しました。

こうなりました

　中部公園「上池」に茂ったホテ
イアオイはどうするのですか。

（令和 6 年 3 月の一般質問）
Q

　管轄する三重県に駆
く

除
じょ

を依頼
しています。A

追跡追跡
あの質問はあの質問は

どうなったんや？どうなったんや？

委
員
会
活
動
／
あ
の
質
問

12

北勢線対策検討特別委員会北勢線対策検討特別委員会

　北勢線は沿線市町・県・国が運⾏を支援することを条件に、三岐鉄道が運営しています。
　しかし、未だ自主運営ができずに沿線市町が多額の支援をしながら運⾏を継続して
います。
　本町議会では、これ以上際限なく税金を投入することは、町民の理解が得にくいと
考え、三岐鉄道北勢線の存続も含め、経営改善や次期鉄道に代わる新交通システムな
どの研究・検討をすると共に、本町や北勢線事業運営協議会に改善策を提言すること
を目的に、前年度に引き続き特別委員会を設置しました。

令和６年度活動内容

広
田
議
員

南
部
議
員

○
山
崎
議
員

◎
片
松
議
員

三
林
議
員

大
谷
議
員

可 決可 決



三重県東員町議会だより　160 号　　令和 6年 7月 5日発行
13

読
者
の
声
／
政
務
活
動
費

13

　
議
会
内
容
が
見
え
る
化
さ
れ

て
お
り
、
興
味
深
く
い
つ
も
見

て
お
り
ま
す
。　
　
　
（
40
代
）

　
小
学
生
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

給
食
費
の
値
上
が
り
に
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
。
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
も
ひ
そ
か
に
期
待

し
て
ま
し
た
が
、
む
ず
か
し
い

の
で
し
ょ
う
か
…
。

　
前
ほ
ど
東
員
町
で
子
育
て
す

る
こ
と
の
良
さ
が
う
す
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
中
学
校
新
設
で
手
一
杯
な
の

で
し
ょ
う
か
。　
　
　
（
40
代
）

　
高
齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

東
員
町
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
を
期

待
し
て
い
ま
す
。　
　
（
60
代
）

　
読
み
や
す
く
て
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
70
代
）

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の
色

使
い
も
、と
て
も
い
い
で
す
ね
。

写
真
が
あ
る
の
で
解
り
や
す
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
70
代
）

　
今
年
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
１
年

生
の
方
、広
援
し
て
ま
す
よ
! !

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
）

　
昨
年
度
よ
り
９
憶
円
も
予
算

額
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。　
　
（
60
代
）

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
（
10
代
）

　
議
会
だ
よ
り（
第
１
５
９
号
）

を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
感
想

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、

行
政
に
伝
え
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

読
者
の
声

政務活動費の使い道政務活動費の使い道
　政務活動費は、議員 1 人年間 12 万円が交付されています。各議員は、1 年分の収支報告書と

領収書をすべて添付し、収支内訳書と研修報告書を 4 月末日までに議長に提出しています。

　閲覧を希望される方は議会事務局までご連絡ください。

　また、各議員の収支報告書などは町ホームページにも掲載しています。

項　目 内　　　　　　容

調査研究費 町の事務及び地方行政に関する調査研究並びに調
査委託に要する経費（調査委託費など）

研 修 費 団体等が開催する研修会、講演会等への参加に要
する経費（交通費、宿泊費など）

資料作成費 議会審議に必要な資料を作成するために要する経
費（印刷・製本費など）

資料購入費 調査研究のために必要な図書・資料等の購入に要
する経費（書籍購入代など）

広 報 費
議会活動及び町政に関する政策等の広報活動に要する
経費（広報誌、報告書等印刷費など）

事 務 費 議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要な経費
（事務用品・備品購入費、通信費など）

調査研究費 研 修 費 資料作成費 資料購入費 広 報 費 事 務 費 返 還 額

206,855 円 421,624 円 220,000 円 663,109 円 283,073 円 4,279 円 118,940 円

調査研究費
11％

研修費
21％

資料購入費
37％

返還額
9％

広報費
16％

事務費
0％

会議費
0％資料作成費

6％
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■
西
浦
君（
３
年
、キ
ャ
プ
テ
ン
）

　
仲
良
く
な
る
よ
う
に
積
極
的

に
話
し
か
け
て
い
ま
す
。

■
廣
田
君（
３
年
）

　
守
備
の
要か

な
めを
達
成
で
き
る
よ

う
練
習
し
て
い
ま
す
。

■
平
川
君（
２
年
）

　
（
か
っ
こ
い
い
）兄
を
超
え
る

こ
と
が
目
標
で
す
。

■
清
水・
岡
田・
平
川・
細
江

君（
３
年
）

　
桑
員
大
会
優
勝
を
め
ざ
し
ま

す
。

部活動部活動のの楽しいこと♪ 大変楽しいこと♪ 大変ななことことなどなど 広聴レポートNo.6 街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

14

東員第一中学校東員第一中学校サッカー部サッカー部でで聴き聴きましたました！！

❺
一
言
コ
メ
ン
ト

❸部活動の大変なこと
（複数回答あり）

❶部活動の楽しいこと
（複数回答あり）

❹部活動で得たこと
（複数回答あり）

❷この部活動に入った理由

☆質問項目
❶部活動の楽しいこと　❷部活動に入った理由　❸部活動の大変なこと　❹部活動で得たことは　❺一言コメント

0 5 10 15 0 5 10 15 20 25

0 5 10 15 20 0 5 10 15 20 25

友達といっしょに練習すること

体力がつく

足が速くなる

勝ったときの満足感

自主練

帰宅時間が遅い
勉強との両立
練習がハード

休日がつぶれる（自分の時間少）
お金がかかる

上下関係（先輩後輩）
負けた時の悔しさ

ない

自分がやりたかった

友達に誘われた

先輩にすすめられた

親や家族にすすめられた

やりやすかった

友達（仲間）
体力

楽しさ
技能向上

礼儀
自主性

思いやり
自信

責任感（リーダーシップ）
やり抜く力（忍耐力）

女子にモテる

（人）

（人）

（人）

（人）

部活動部活動のの楽しいこと♪楽しいこと♪  大変大変ななことことなどなど

東員第一中学校東員第一中学校サッカー部サッカー部でで聴き聴きましたました！！
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街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

15

■
小
川
君（
３
年
、キ
ャ
プ
テ
ン
）

　
仲
間
と
協
力
し
て
達
成
で
き

た
と
き
が
楽
し
い
で
す
。

■
深
瀬
君（
３
年
）

　
チ
ー
ム
メ
イ
ト
全
員
が
と
て

も
仲
が
良
い
の
が
特
徴
で
す
。

■
江
崎
君（
３
年
）

　

先
生
の
お
か
げ
で
、
す
ば
ら

し
い
人
間
性
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

■
友
田
君（
２
年
）

　
接
戦
に
な
っ
て
負
け
た
と
き

が
、す
ご
く
悔
し
い
で
す
。

■
池
上
君（
１
年
）

　
体
育
館
は
と
て
も
暑
い
の
で

涼
し
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

❺
一
言
コ
メ
ン
ト

東員第一中学校東員第一中学校バスケット部バスケット部でで聴き聴きましたました！！

❸部活動の大変なこと
（複数回答あり）

❶部活動の楽しいこと
（複数回答あり）

❹部活動で得たこと
（複数回答あり）

❷この部活動に入った理由

0 5 10 15 0 5 10 15 20

0 5 10 15 0 5 10 15 20

友達といっしょに練習すること

体力がつく

足が速くなる

勝ったときの満足感

帰宅時間が遅い
勉強との両立
練習がハード

休日がつぶれる（自分の時間少） 
お金がかかる

上下関係（先輩後輩）
負けた時の悔しさ

ない

自分がやりたかった

友達に誘われた

先輩にすすめられた

親や家族にすすめられた

知っている人がいた

友達（仲間）
体力

楽しさ
技能向上

礼儀
自主性

思いやり
自信

責任感（リーダーシップ）
やり抜く力（忍耐力）

女子にモテる

（人）

（人）

（人）

（人）

ご協力くださいました皆さん、ありがとうございました！

東員第一中学校東員第一中学校バスケット部バスケット部でで聴き聴きましたました！！



委 員 長／広田　久男
副委員長／伊藤　まり
委　　員／片松　雅弘　三林　　浩　　　　
　　　　　山崎まゆみ　三宅　耕三

議会広報広聴常任委員会

一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

ま
ち
の
話
題

次回の定例会は
令和６年９月２日に
開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

　石垣隈太郎さんは、大社村（北大社）に生まれた偉人で、明治から大正時代に活躍し
た実業家です。北海道方面で漁業を経営し、日本の水産業の礎を築きました“水産王”と
称されています。
　また、海運事業などで得た富を岡山孤児
院や大日本水産会などに寄付し、社会の
安寧と発展に貢献しました。
　さらに、関東大震災で自宅が焼失した中、
私財をなげうって基金を設立、※三会堂ビ
ル（東京都）を再建しました。三会堂ビル
に、朝倉文夫氏が製作した石垣隈太郎像が
あります。

東員町から水産王

※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。

令
和
6
年
7
月
5
日
発
行

発
行
／
東
員
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
T
E
L〈
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8
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2
8
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三
重
県
員
弁
郡
東
員
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大
字
山
田
1
6
0
0
番
地
　
E
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a
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g
ikai@
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n.toin.lg

.jp
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w
w
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n.toin.lg
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今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
問
１　
３
月
28
日　
　
　

　
問
２　
９
人

　
問
３　
１
０
６
億
５
０
０
０
万
円

　

多
数
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
15
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
す
。　

＊
笹
尾
西
４　
武
田　
由
佳 

様

＊
城　
山
３　
藤
原　
伸
夫 

様

＊
笹
尾
東
３　
今
泉　
直
樹 

様

＊
笹
尾
東
３　
小
谷　
梨
音 

様

＊
城　
山
３　
高
木
た
ま
恵 

様

＊
笹
尾
東
３　
浅
井　
紀
子 

様

＊
城　
山
３　
小
林　
省
吾 

様

＊
瀬
古
泉　
伊
藤　
豊
子 

様

＊
笹
尾
西
２　
桑
原　
江
利 

様

＊
鳥　
　
取　
岩
田　
哲
也 

様

＊
笹
尾
西
２　
飯
田　
真
紀 

様

＊
城　
山
１　
吉
川　
　
修 

様

＊
城　
山
２　
山
口　
逸
雄 

様

＊
六
把
野
新
田　
中
村　
勝
己 

様

＊
笹
尾
東
３　
渡
邊　
利
夫 

様

ク
イ
ズ
当
選
者

6
月
定
例
会
 1
6
0
号

く ま た ろ う

あんねい

※大日本農会・大日本山林会・大日本水産会の三
会が建設したビル 写真提供者：石垣光麿氏 

編
集
後
記

▼
町
議
選
挙
後
、
新
体
制
と

な
り
、
再
び
広
報
広
聴
常
任

委
員
長
と
な
り
ま
し
た
。
４

年
の
経
験
を
活
か
し
、
よ
り

皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て

も
ら
え
る
広
報
誌
と
な
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

▼
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
解
放

さ
れ
た
昨
年
度
よ
り
、
町
に

出
か
け
て
皆
さ
ん
の
声
を
聴

く
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
な

ど
「
議
会
だ
よ
り
は
身
近
に

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

と
の
評
価
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
委
員
会
が
決
め
た
閉
会
後

の
翌
月
第
一
金
曜
日
発
行
を

厳
守
す
る
た
め
、
定
例
会
が

始
ま
る
と
同
時
に
、
広
報
委

員
は
協
力
し
て
原
稿
作
成
・

編
集
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
も
読
む
人
の
目

線
に
立
っ
た
、
分
か
り
や
す

い
広
報
誌
づ
く
り
に
精
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
広
田　

久
男
）


